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1.　 第２次大戦後から今日までの約20 年 間に，衣 服

は急速にスポーティまたはカジ ュアル 化した。 ここでは

この事実を既製服生産量より統計的に後づけることを目

的 とした。

2･　大戦後婦人既製 服統計の商品別構成は一般に，ス

ーツ，コ ート，ドレ ス，ブ ラウス， スカ ートが主になっ

ている。ここではこれを大別して，スポ ーティまたはカ

ジ ュアルな服型であるブ ラウス，スカ ート及び スラック

ス群 と他群に分け，主 として アメリカ(商務省発表) の製

造に関 す る 国勢調査(1947 ～1967 年) と日本繊維協議会

(繊維年鑑) の既製服製造業 者 の生産量(1958 ～1967 年)

の各 々の増加 率を比較分析し検討し た。

3.　アメリカではここ20 年間に スカ ート単独 の伸び

率は著しかった。次いでブラ ウスも相当 の伸び率を示し

てい るのに比し，ドレ ス， スーツ，コ ート はそれ程 の伸

びを示し ていない。 日本 でもやはりスカート， スラック

ス，ブ ラウスの伸び 率は大 きい が， スーツ， ワンピ ース

の伸び率 も大 きく，両 群の差 は ほ と んどみられなかっ

た。総じ てセパレ ーツ商品 の伸び率 は著しい が，こ の統

計 から， 日本とアメリカのカジ ュアル化 の相違 も明 らか

に なった。


